
令和 2 年度（就労継続 B 型事業所）すていじ仙台 事業報告 

 

１、 施設概要 

所 在 地 仙台市泉区高森七丁目１－４ 

利用定員 ４０名 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

                

２、 本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域において心

豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

    

３、 事業内容 

（１） 個別支援 

    就労支援活動(販売・配達、レストランでの接客、施設外就労等)を通し、一人ひとり 

    の自主性・自発性の向上に努めた。 

（２） 日常生活支援 

約束事である「あいうえおルール」を朝の会、帰りの会に各班ごと唱和し、「社会人」と 

して必要な基本マナーの習得に努めた。 

（３） 生産活動支援 

・レストランの運営とお弁当やスイーツの販売を行った。また季節商品を考案しチラシを 

作る等して販売促進に努めた。 

・コロナ渦でレストランの来客、お弁当の注文が減った為チラシを作成しポスティングを 

行いテイクアウト、デリバリーを始め、収入につなげた。 

・施設外就労を継続し収入につなげた。 

・しそ巻き作業、カーテンテープ作業、プロテイン充鎮作業を新たに始め収入につなげた。 

・規程に基づき月々の工賃と３回にわたる賞与の支給を行った。 

（４） 地域交流支援 

コロナウィルス感染防止の観点から地域の市民センター・児童館、高森東夏まつり等イベン

トがすべて中止となり地域住民との交流を図ることが出来なかった。 

（５） 利用者及び家族に対する相談支援 

個別支援計画作成時の面談や必要に応じた面談、相談を行った。 

（６） 余暇関連 

余暇活動 活 動 日   主な活動内容 (発表・披露・参加) 

合 唱 第２・４木曜日 コロナウィルス感染防止の為中止 

すずめ踊り 第２・４月曜日 コロナウィルス感染防止の為中止 

ストライキング 

エクササイズ 

第 3 木曜日 コロナウィルス感染防止の為中止 

利用者自治会 第４金曜日 クリスマス 班ごとにケーキ（保護者会から）を食べたのみ 

仙団協・諸団体の余暇活動参加 コロナウィルス感染防止の為中止 

 



4，主たる利用者と利用者の状況（令和３年３月３１日現在） 

（１） 登録者数 ３７名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

 １名  0名  ４名 １６名 ９名  ７名  0名 

 

（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 39 39 39 39 39 39 38 38 37 37 37 37 35，0 

開所日数（日） 24 23 25 24 23 23 26 22 23 23 21 25 282 

延通所者数（人） 725 717 757 761 720 729 771 703 724 700 641 757 8,705 

1日平均利用者人数（人） 30，2 31，1 30，2 31．7 31，3 31，6 29，6 31，9 31，4 30，4 30，5 30，2 30，8 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/登録者） 
81.6 84，3 81，8 85，7 84，6 85，7 80，1 86，4 85，1 82，3 82，5 81，8 83，4 

 

5,主な行事 

№ 開催・参加・販売行事 開 催 日 時  内容および参加者数 

1 対面式(施設主催) 4/1 入所式(新卒入所 1 名)   

2 新年・成人を祝う会 1/8 利用者 保護者会役員 

※コロナウィルス感染防止の為、対面式、新年・成人を祝う会以外の行事を中止した。 

※ 新年・成人を祝う会は、午後 3 時より、利用者、家族会役員、職員にて実施。 

６、 事業担当職員（職員構成：令和３年３月３１日現在） 

施設長 常 勤   １名 

サービス管理責任者 常 勤   １名（兼務） 

生活支援員 常 勤   ６名  非常勤  ３名 

医師 非常勤嘱託 １名 

看護職員 常 勤   ０名  非常勤  ０名 

栄養士 非常勤   １名 

調理員 常 勤   ３名（兼務１名） 

調理補助員 非常勤   １名 

 

７、 緊急時の対応 

防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練 年２回）を実施し、非常時に備えた。 

 

 

 

 

 

 



令和 2 年度（生活介護事業所）すていじ仙台 事業報告 

 

 

１、施設概要 

所 在 地 仙台市泉区高森七丁目１－４ 

利用定員 １０名 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

２、本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域において心

豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３、事業内容 

（１）日常活動への支援 

   ・個々人の能力及び、特性に応じた作業内容を取り入れ、工賃または本人支給金を還元した。 

・利用者の活動意欲と潜在能力の喚起を目指す活動を取り入れ支援した。 

（２）日常生活上の援助 

個々の状況に応じ、食事、排泄、身体介護、健康管理等の日常生活に関する援助に努めた。 

個々の状況に応じた創作活動や、身体機能、生活能力の向上に関する援助に努めた。 

（３）生産活動支援 

受託作業であるヨシケイ宮城のシート拭き取り・水野産業のスプーン封入作業・（株）スプ 

レッツのチラシ封入作業や銅線の皮むき・飲料水の販売を主な作業・活動とし、収入につな 

げた。 

（４）地域交流支援 

コロナウィルス感染防止の観点から地域の市民センター・児童館、高森東夏まつり等イベン

トがすべて中止となり地域住民との交流を図ることが出来なかった。 

 

（５）利用者及び家族に対する相談支援 

個別支援計画作成時の面談や必要に応じた面談、相談を行った。 

 

（６）余暇関連 

余暇活動 活 動 日   主な活動内容 (発表・披露・参加) 

合 唱 第 2・４金曜日 コロナウィルス感染防止の為中止 

すずめ踊り 第２・４月曜日 コロナウィルス感染防止の為中止 

ストライキング 

エクササイズ 

第 3 水曜日 コロナウィルス感染防止の為中止 

利用者自治会 第４木曜日 クリスマス 班ごとにケーキ（保護者会から）を食べたのみ 

仙団連・諸団体の余暇活動参加 コロナウィルス感染防止の為中止 

 

 

４、主たる利用者と利用者の状況（令和３年３月３１日現在） 



（１）登録者数 １０名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

 0名  0名 0名 ２名  ５名  ３名  0名 

 

（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 11 11 11 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10，5 

開所日数（日） 24 23 25 24 23 23 26 22 23 23 21 25 282 

延通所者数（人） 182 173 205 208 180 171 209 172 180 175 161 194 2,210 

1日平均利用者人数（人） 7,5 7,5 8,2 8,6 7,8 7,4 8,0 7,8 7,8 7,6 7,6 7,7 7,7 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/登録者） 
75，8 75，2 82，0 86，7 78，3 74，3 80，4 78，2 78，3 76，1 76，7 77，6 78,4 

 

５、年間行事 

№ 開催・参加・販売行事 開 催 日 時  内容および参加者数 

1 対面式(施設主催) 4/1 入所式(新卒入所 1 名)  B型利用者 

2 新年・成人を祝う会 1/8 利用者 保護者会役員 

※コロナウィルス感染防止の為、対面式、新年・成人を祝う会以外の行事を中止した。 

※ 新年・成人を祝う会は、午後 3 時より、利用者、家族会役員、職員にて実施。 

 

６、事業担当職員（職員構成：令和３年３月３１日現在） 

施設長 常 勤   １名 

サービス管理責任者 常 勤   １名（兼務） 

生活支援員 常 勤   ４名（1 名兼務、１名育休） 

医師 非常勤嘱託 １名 

看護職員 常 勤   ０名  非常勤  １名 

栄養士 非常勤   １名 

調理員 常 勤   １名（兼務） 

 

７、 緊急時の対応 

防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練６月・１１月）を実施し、非常時に備えた。 



令和 2 年度（生活介護事業所）フォレスターナ仙台 事業報告 

 

１ 施設概要 

所 在 地 仙台市泉区高森７丁目１－２ 

利用定員 ３０名 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

 

２ 本事業所の支援理念 

   ノーマライゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すことと

もに、利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域にお

いて心豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３ 事業内容 

（１） 個別支援 

① 個人の障害特性や能力に応じた創作・軽作業活動を取り入れ，利用者に適した支援を図る

ことに努めた。 

② 利用者の活動意欲と潜在能力が喚起できる作業及び訓練内容と支援体制の整備を図ること

に努めた。 

（２） 日常生活支援 

① 個人の状況に応じ，食事，排泄，身体介護，健康管理等の日常生活に必要な援助に努めた。 

② 個人の状況に応じた創作活動や身体機能または，生活能力の向上に必要な援助に努めた。 

（３） 生産活動支援 

① 個人の障害特性や能力に応じた活動メニューを取り入れた支援を行った。 

② 個人の活動意欲と潜在能力が喚起できる訓練に努めた。 

（４） 地域交流支援 

① 地域の住民，ゲートボール場利用者に対して，休憩スペース（地域交流室）の貸し出しを

行った。 

（５） 利用者及び家族に対する相談支援 

① 利用者の家族が抱える不安や悩み等に対し，相談・助言，情報提供等の支援に努めた。 

（６） 余暇関連 

余暇活動 活 動 日 目     的 

パーカッション 隔週 月曜日 様々な楽器に触れ，音楽を楽しみ，リズム感を養った 

ストライキング 

エクササイズ 
毎週 水曜日 運動等による機能の維持と体力増強に努めた 

ボイストレーニング 毎週 火曜日 発声トレーニングにより，発語・滑舌の訓練に努めた 

音楽ワークショップ 隔週 火曜日 音楽に合わせて体を動かし、表現する力を培った。 

他機関企画の行事等 随時 スポーツ大会・サークル活動等への参加は見合わせた。 

 

 



４ 主たる利用者と利用者の状況（令和３年３月３１日現在） 

（１）登録者数 ３１名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

 ０名  ０名  ０名  ２名  ４名  １０名  １５名 ３１名 

（３）通所状況  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 31 31 31 31 31 31 30 30 30 30 30 30 30.5 

開所日数（日） 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 20 23 263 

延通所者数（人） 513 519 552 543 534 544 530 516 533 543 489 569 6,385 

1日平均利用者人数（人） 23.3 23.6 25.1 24.7 24.3 24.7 24.1 23.5 24.2 25.0 24.0 25.0 24.3 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/定員） 
77.7 78.7 83.7 82.3 81.0 82.3 80.3 78.3 80.7 83.3 80.0 83.3 81.0 

 

５ 年間行事 

№ 開催・参加・販売行事 開 催 日 時 参加対象 主な内容 

１ 花見 各部屋ごと  利用者３１名 

季節行事 

（ベルサンピア泉、 

南川ダム等） 

２ 水族館見学 コロナ感染症流行のため中止   

３ 七夕音楽会 令和２年 ８月 7 日（金） 
利用者２７名 

 

季節行事 

（ミューズの夢楽器演奏） 

４ 芋煮会 コロナ感染症流行のため中止   

５ ピュア・ハーツ コロナ感染症流行のため中止   

６ クリスマス会 令和２年１２月２５日（金） 利用者２７名 
季節行事 

（ゲーム大会）  

７ 初詣 コロナ感染症流行のため中止   

８ 新年会・成人を祝う会 令和３年 １月８日（金） 利用者２６名 
季節行事 

茶話会、 

９ 
節分 令和３年 ２月４日（木） 利用者２６名 

季節行事 

（豆まき、茶話会） 

10 
ひなまつり 令和３年 ３月３日（水） 利用者２６名 

季節行事 

（ゲーム大会） 

備考 

・コロナ感染症が流行していたため、外出行事の実施は取りやめた。 

 



６ 事業担当職員（職員構成：令和 ３年 ３月３１日現在） 

施設長 常勤兼務  １名 

サービス管理責任者 常勤    １名 

生活支援員 常 勤  １５名（中央タクシー職員３名を含む）常勤兼務  ３名 

医師 非常勤嘱託  １名 

看護職員 常勤     １名 

非常勤    ３名 

事務員 常勤兼務   １名 

栄養士 非常勤兼務  １名 

調理員 非常勤兼務  １名 

 

７ 緊急時の対応 

① 防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練 年２回）を実施し、非常時に備えた。 



令和 2 年度 生活介護事業所 フォレスターナ若林 事業報告 

 

１、 施設概要 

所 在 地 仙台市若林区卸町東 2 丁目 5－16 

利用定員 30 名 

設置主体 社会福祉法人 チャレンジドらいふ 

 

２、 本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。また社会の一員として地域において

心豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３、 事業内容 

（１） 個別支援 

① 利用者ひとり一人の能力・特性・ニーズに応じた支援の提供と、潜在能力の助長に努めた。 

② 利用者の健康管理に配慮しながら活動を支援し、事業所への安定した通所に努めた。 

（２） 日常生活支援 

① 利用者ひとり一人の状況に応じた、食事・排泄・身体介護・健康管理等、日常生活に関す

る援助に努めた。 

② 利用者ひとり一人の状況に応じた創作活動を提供し、身体機能または、生活能力の向上を

目指した支援に努めた。 

（３） 生産活動支援 

① 利用者ひとり一人の障害特性や能力に応じた活動メニューを取り入れた支援を行った。 

② 利用者の活動意欲と、潜在能力が喚起できる訓練に努めた。 

（４） 地域交流支援 

① 日中活動を通して近隣の事業所の職員や地域の住民とふれあい交流を図った。 

（５） 利用者及び家族に対する相談支援 

① 利用者の家族が抱える不安や悩み等に対し、相談・助言、情報提供等の支援に努めた。 

（６） 余暇関連 

余暇活動 活 動 日   目 的 

ストライキング 

エクササイズ 

毎週水曜日 

または木曜日 

運動等による機能の維持と体力増強に努めた 

誕生会 毎月 誕生者のお祝い、会食を実施した 

※新型コロナウイルス感染予防のため、プール行事は中止した。 

 

４、 主たる利用者と利用者の状況（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

１）登録者数  39 名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 

0名 0名 0名 1名 7名 8名 23名 39名 

           



（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 

開所日数（日） 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 20 23 263 

延通所者数（人） 713 674 757 750 705 748 747 687 670 688 651 739 8,529 

1日平均利用者人数（人） 32.4 30.6 34.4 34.1 32.0 34.0 34.0 31.3 30.5 31.3 32.6 32.1 32.5 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/登録者） 
108.0 102.0 114.7 113.7 106.7 113.3 113.3 104.3 101.7 104.3 108.7 107.0 108.3 

 

５、 年間行事 

№ 開催・参加・販売行事  開 催 日 時 参加対象  主な内容 

１ 対面式 令和 2年  4月  1日（水） 利用者  3名 新規利用者の入所式 

２ クリスマス会 令和 2年  12月 23日（水） 利用者 37名 季節行事 

７ 成人を祝う会 令和 3年  1月 15日（金） 新成人  3名 成人者の紹介、記念撮影 

８ 節分 令和 3年  2月  3日（水） 利用者 34名 季節行事 

上記のほか、利用者の誕生会、カラオケ、七夕会、ハロウィンパーティーを実施した。 

予定していた外出行事は、新型コロナウイルス感染予防のため中止した。 

 

６、 事業担当職員（職員構成：令和 3 年 3 月 31 日現在） 

施設長 常 勤 1 名（兼務） 

サービス管理責任者 常 勤 1 名 

生活支援員 常 勤  17 名（中央タクシー職員 3 名を含む） 非常勤 1 名 

医師 非常勤嘱託 1 名 

看護職員 非常勤 4 名（派遣契約社員 3 名を含む） 

栄養士 常 勤 1 名（兼務） 

調理員 常 勤 1 名 非常勤 1 名 

 

７、 緊急時の対応 

① 防災計画に基づき、防災訓練（地震、火災、水害）を実施し、非常時に備えた。 

② 災害時に一斉メールが送信できるよう、保護者のメールアドレスを再度確認し、緊急時に

対応出来るよう備えた。 



令和 2 年度 グループホームやまてまち（共同生活援助）事業報告 

 

１、施設概要 

所 在 地 やまてまち…青葉区山手町 28-32（定員 12 名） 

きくたまち…青葉区菊田町 10-28（定員 6 名） 

かみやがり…泉区上谷刈字治郎兵衛下 48-16（定員 10 名） 

やまてまちⅡ…青葉区山手町 17-8（定員 7 名） 

さくらがおか…青葉区桜ヶ丘 3-22-18（定員 7 名） 

かわだいら…青葉区川平 4-30-30（定員 5 名） 

サテライトやまてまち…青葉区山手町 1-8（定員 1 名） 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

 

２、本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域において心

豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３、事業内容 

（１） 個別支援 

    ・個別支援計画を基に、入居者の障害特性や性格に応じて、それぞれの自立に向けたサー 

     ビスを提供した。 

（２） 日常生活支援 

・個人の障害特性や状況に応じて、排泄、入浴や通院等の身体介護を含む日常生活に必要 

な支援を行った他、生活能力の向上（それぞれの自立）に向けた支援に努めた。 

・健康状態を日々確認するとともに、栄養バランスの取れた献立作成及び食事の調理提供

を行った。 

・コロナ禍において、利用者、職員ともに手洗い、うがい、消毒、検温の徹底、不要不急

の外出を控え、コロナウィルス感染予防に努めた。 

（３）関係機関、職場との連携 

    ・ご家族、相談支援事業所や通院先、通所先、就労先、財産管理等の関係機関等との連絡

調整を行った。 

（４）利用者及び家族に対する相談支援 

・生活、就労、余暇、財産管理、心身の不調等の様々な相談に対して、必要に応じた支援

及び関係機関の紹介を行った。 

（５）余暇関連 

余暇活動 活 動 日 内容 

クリスマス会他 12 月 25 日（金）他 季節行事を楽しむ(やまてまち,きくたまち,かみやがり） 

 

 

 

 



４、主たる利用者と利用者の状況（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

（１）登録者数  45 名(定員 48 名) 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

 0名  3名  18名  15名  5名  4名  0名 

（３）利用状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

定 員(人) 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 … 

利用契約者数（人） 46 45 46 46 46 46 46 45 45 45 45 45 … 

開所日数（日） 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

延利用者数（人） 1278 1274 1274 1362 1330 1318 1374 1293 1310 1319 1212 1329 15673 

1 日平均利用者人数（人） 42.6 41.1 42.5 44.0 43.0 44.0 44.4. 43.1 42.3 42.6 43.3 42.9 42.9 

利用率（％）          88.8 85.6 88.5 91.5 89.4 91.5 92.3 89.8 88.0 88.6 90.2 89.3 89.5 

 

５、事業担当職員（職員構成：令和 3 年 3 月 31 日現在） 

管理者 常 勤 1 名（兼務） 

サービス管理責任者 常 勤 2 名（専従 1 名、兼務 1 名） 

生活支援員 常 勤 4 名（兼務）、非常勤 1 名（兼務） 

宿 直 非常勤 1 名 

世話人 常 勤 5 名（専従 5 名、兼務 5 名）  非常勤 10 名  

 

６、緊急時の対応 

①防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練）を実施し、非常時に備えた。 

    ②防犯カメラを設置し、防犯対策を行った（きくたまち）。 



令和２年度（就労継続Ｂ型事業所）ボーノボーノ大崎東 事業報告 

 

１、 施設概要 

所 在 地 宮城県大崎市鹿島台船越字鍋田５０－２ 

利用定員 ２０名 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

 

 

２、 本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域において心

豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

 

３、 事業内容 

（１） 個別支援 

   一人ひとりのニーズによって、日頃の就労支援活動（野菜の収獲、販売、施設外就労等）を

通し、自主性・自発性を養成し、「社会人として必要な基礎力」の向上に努めました。 

（２） 日常生活支援 

約束事である「ボーノボーノルール」、「ボーノボーノ約束事」を朝の会で唱和し、マナー

の習得に努め、また、健康、体力維持のため朝食を取るように指導しました。 

（３） 生産活動支援 

・収穫した野菜の販売ルートの拡大、また栽培した花を地元の行政区及びお客様に購入して

頂けるように努めました。 

・リサイクル作業、ギフト作り作業、簡易トイレ用のポリマシート作業、法人内施設清掃作

業、施設外就労作業、個人宅草取り作業季節に合わせた製品作り作業。 

（４） 地域交流支援 

年に２回地域での清掃作業を行っています。 

（５） 利用者及び家族に対する相談支援 

個別支援計画(ケアプラン)作成時の面談、また、２ヶ月に一回、要望によって３者面談、相

談を行いました。 

（６） 余暇関連 

余暇活動 活 動 日 目 的 

映画鑑賞、カラオケ 不定期 利用者間の親睦を深めるため 

外出行事、障害者スポ

ーツ 

他事業所見学、鹿島台互市、

お花見、クリスマス会 

社会見学、地域交流の機会の提供、健康作り 

利用者間の親睦を深めるため 

 

 

４、 主たる利用者と利用者の状況（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

（１）登録者数 28 名 

 



（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

12 名 1 名 10 名 1 名  3名 1 名  名 

 

（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 26 26 26 25 25 26 28 30 29 28 28 28 27 

開所日数（日） 22 22 22 23 23 22 23 22 23 22 20 23 267 

延通所者数（人） 457 465 467 470 441 430 489 514 480 468 444 509 5634 

1 日平均利用者人数

（人） 
20.8 21.1 21.2 20.4 19.1 19.5 21.3 23.4 20.9 21.3 22.2 22.1 21.2 

利用率（％）          

(1 日平均利用者/登録者） 
103.9 105.7 106.1 106.8 100.2 97.7 106.3 116.8 104.3 106.4 111.0 110.7 106.3 

※実際契約人数より長期入院で、出勤実績がない方について利用契約人数に入れていません。 

 

５、 年間行事 

開催年月 行事名 
 

  実施場所 対象参加者 

４月 初旬 ミニお花見・ドライブ  外出行事 利用者全員 

８月 上旬 運動イベント  小牛田駅東地域

交流センター 

利用者全員 

８月 中旬 健康診断  結核予防会 利用者全員 

９月 下旬 梨狩り体験  狩野果樹園 利用希望者 

１月 初旬 初詣  小牛田 山の神神社 利用者全員 

 

６、職員（職員構成：令和 2 年 3 月 31 日現在） 

施設長 常 勤 １名 

サービス管理責任者 常 勤 １名 

生活支援員 常 勤 ４名  非常勤 ２名 

医師 非常勤嘱託 １名 

看護職員 常 勤  名  非常勤  名 

事務員 常 勤  名 

栄養士 非常勤  名 

調理員 非常勤  名 

 

 

７、 緊急時の対応 

(ア) 防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練年２回）を実施し、非常時に備えた。 



 

 



令和２年度（就労継続 B 型事業所）ふれあい福祉作業所 事業報告 

 

１、 施設概要    

所 在 地 仙台市泉区実沢字涌上り屋敷１-１ 

利用定員 ２０名 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ  

 

２、 本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又、社会の一員として地域において

心豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

３、 事業内容 

（１） 個別支援 

    就労支援活動(農業、販売、施設外就労等)を通し、一人ひとりの自主性・自発性の向上に

努めた。 

（２） 日常生活支援 

 施設外就労や地域での販売会を通して「社会人」として必要な基本マナーの習得に努めた。 

手洗い・うがい・検温を徹底しコロナウィルス感染予防・衛生管理に努めた。 

（３） 生産活動支援 

菓子製造・販売、農作物の生産・販売、抱優館・ＦＲ仙台の清掃作業、受託作業を中心に

生産活動を行い、毎月の工賃と６月の賞与の支給を行った。 

（４） 地域交流支援 

コロナウィルス感染予防のため、全体の行事は実施しなかったが、根白石のおもしろ市へ 

の出店を行い地域との交流を深めた。 

（５） 利用者及び家族に対する相談支援 

個別支援計画作成時の面談や必要に応じた面談、相談を行った。 

保護者の集いを６月、１１月、令和３年３月の３回開催し、施設の運営状況や活動状況等

について 

報告や説明を行った。 

（６） ＱＣ活動 

今年度は諸事情により実施しなかったが、細かな改善活動を行い報告書として提出をし

た。 

（７） 余暇関連 

余暇活動 活 動 日   主な活動内容 (発表・披露・参加) 

ＤＶＤ鑑賞会 ４／１８（土） 鑑賞 利用者１４名 職員７名 計２１名 

ＤＶＤ鑑賞会 ５／２３（土） 鑑賞 利用者１４名 職員５名 計１９名 

   

   

   

   

 

 



４、 主たる利用者と利用者の状況（令和３年年３月３１日現在） 

（１）登録者数 ２４名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

11名 2名 0名 6名 4名 1名 0名 

 

（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 24 24 24 25 26 24 24 24 24 24 24 24 24.2 

開所日数（日） 22 24 23 24 23 22 24 23 23 23 21 23 275 

延通所者数（人） 432 424 473 478 480 437 478 434 460 448 402 480 5426 

1日平均利用者人数（人） 19.6 17.6 20.5 19.9 20.8 19.8 19.9 18.8 20.0 19.4 19.1 20.8 19.6 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/定員） 
98.0 88.0 102.5 99.5 104 99.0 99.5 94.0 100 97.0 95.5 104   98.4 

 

５、 主な行事 

コロナウィルス感染症予防のため、全体での行事は中止した。 

各種ふれあい製品フェア販売会、根白石おもしろ市への出店を行った。 

 

６、事業担当職員（職員構成：令和３年３月３１日現在） 

施設長 常 勤   １名 

サービス管理責任者 常 勤   １名 

生活支援員 常 勤   ６名（兼務１名）  非常勤  ２名 

医師 非常勤嘱託 １名 

 

７、 緊急時の対応 

(ア) 防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練）を１０月１０日、令和３年３月１０日に実施し、

非常時に備えた。 

(イ) 緊急連絡網を再整備し、非常時に備えた。 



令和２年度 障害福祉サービス事業所やまどり（就労継続 B 型事業所）事業報告 

 

１、 施設概要 

所 在 地 群馬県吾妻郡長野原町大字与喜屋１６２４ 

利用定員 １０名 

設置主体 長野原町 

運営団体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

                

２、 本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域において心

豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

    

３、 事業内容 

（１） 個別支援 

①就労支援活動(受託作業、農作業、販売・配達、施設外就労等)を通し、一人ひとりの自主

性・自発性の向上に努めた。 

（２） 日常生活支援 

①日常生活で使用する挨拶を朝の会に唱和し、社会人として必要な基本的マナーの習得に努

めた。 

（３） 生産活動支援 

①受託作業であるまんじゅう箱の箱折り、（株）クジオールのくじ折り、にしあがつま福祉

会の清拭たたみ、ごみ回収作業を主な作業とし収入につなげた。 

②国立療養所栗生楽泉園の清掃、長野原町役場の洗車作業を実施し収入につなげた。 

③長野原町特産の花豆、トウガラシ、ねぎ、花苗等の栽培・販売を行い収入につなげた。 

④規程に基づき月々の工賃と２回にわたる賞与の支給を行った。 

（４） 地域交流支援 

①草津町のやすらぎ福祉大会に参加・出店販売を行い地域住民との交流を図った。 

（５） 利用者及び家族に対する相談支援 

①個別支援計画作成時の面談や必要に応じた面談、相談を行った。 

（６） 余暇関連 

余暇活動 活 動 日   主な活動内容  

ダンスダンス 毎月１回（金曜日） 運動等による機能訓練の維持と体力の増強に努めた 

絵画教室 隔月１回（金曜日） 様々な道具を使用して、季節ごとの絵画等を制作した 

誕生会 毎 月 誕生者のお祝い、会食を実施した 

 

4，主たる利用者と利用者の状況（令和３月年３月３１日現在） 

（１） 登録者数 １４名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

 ８名  ０名   ５名  ０名  １名  ０名  ０名 



（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 14 15 15 15 14 14 14 14 14 14 14 14 14.25 

開所日数（日） 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 20 23 263 

延通所者数（人） 237 240 264 270 254 267 256 256 267 245 211 261 3028 

1 日平均利用者人数（人） 10.8 10.9 12.0 12.3 11.5 12.1 11.6 11.6 12.1 11.1 10.6 11.3 11.5 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/利用定員） 
108 109 120 123 115 121 116 116 121 111 106 113 115 

 

5,主な行事 

№ 開催・参加・販売行事 開 催 日 時  内容および参加者数 

1 花見 4/7、4/8 季節の行事・外出行事 利用者 13 名 

2 ハイキング 6/23 外出行事        利用者 13 名 

3 クリスマス会 12/25 季節の行事       利用者 11 名 

4 成人を祝う会 1/26 親睦交流の場     利用者 14 名 

5 節分 9/29 季節の行事      利用者 8 名 

※予定していた行事等は、新型コロナウィルス感染防止のため中止した。 

 

６、 事業担当職員（職員構成：令和３年３月３１日現在） 

施設長 常 勤   １名 

サービス管理責任者 常 勤   １名（兼務） 

生活支援員 常 勤   ５名  非常勤  １名 

医師 非常勤嘱託 １名 

看護職員 常 勤   ０名  非常勤  ０名 

事務員 常 勤   １名（兼務） 

調理員 非常勤   １名（兼務） 

運転手 非常勤   １名（兼務） 

 

７、 緊急時の対応 

①防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練９月・３月）を実施し、非常時に備えた。 

②救命講習(ＡＥＤを含む)を実施し、緊急時に備えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 障害福祉サービス事業所やまどり（生活介護事業所）事業報告 

 

１、施設概要 

所 在 地 群馬県吾妻郡長野原町大字与喜屋１６２４ 

利用定員 １０名 

設置主体 長野原町社会福祉法人チャレンジドらいふ 

運営団体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

 

２、本事業所の支援理念 

   ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指すとともに、

利用者ひとり一人の意思が決定できるよう支援に努めた。又社会の一員として地域において心

豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３、事業内容 

（１）日常活動への支援 

①個々人の能力及び、特性に応じた作業内容を取り入れ、工賃または本人支給金を還元した。 

②利用者の活動意欲と潜在能力の喚起を目指す活動を取り入れ支援した。 

（２）日常生活上の援助 

①個々の状況に応じ、食事、排泄、身体介護、健康管理等の日常生活に関する援助に努めた。 

②個々の状況に応じた創作活動や、身体機能、生活能力の向上に関する援助に努めた。 

（３）生産活動支援 

①受託作業であるまんじゅう箱の箱折り、（株）クジオールのくじ折り、にしあがつま福祉会

の清拭たたみ、ごみ回収作業を主な作業・活動とし収入につなげた。 

②規程に基づき月々の工賃と２回にわたる賞与の支給を行った。 

（４）地域交流支援 

①草津町のやすらぎ福祉大会に参加・出店販売を行い地域住民との交流を図った。 

（５）利用者及び家族に対する相談支援 

①個別支援計画作成時の面談や必要に応じた面談、相談を行った。 

 

（６）余暇関連 

余暇活動 活 動 日   目 的 

ダンスダンス 毎月１回（金曜日） 運動等による機能訓練の維持と体力の増強に努めた 

絵画教室 隔月１回（金曜日） 様々な道具を使用して、季節ごとの絵画等を制作した 

誕生会 毎 月 誕生者のお祝い、会食を実施した 

 

４、主たる利用者と利用者の状況（令和３年３月３１日現在） 

（１）登録者数 １４名 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

 ０名  ０名  ２名  ５名  ６名  １名  ０名 

 



（３）通所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用契約者数（人） 12 12 12 12 12 13 13 13 14 14 14 14 12.9 

開所日数（日） 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 20 23 263 

延通所者数（人） 188 177 200 177 174 191 206 194 202 209 189 226 2,333 

1 日平均利用者人数（人） 8.5 8.0 9.1 8.0 7.9 8.7 9.4 8.8 9.2 9.5 9.5 9.8 8.9 

利用率（％）          

（1 日平均利用者/利用定員） 
85 80 91 80 79 87 94 88 92 95 95 98 89 

 

５、年間行事 

№ 開催・参加・販売行事 開 催 日 時  内容および参加者数 

1 花見 4/20 季節の行事・外出行事 利用者 8 名 

2 ハイキング 6/23 外出行事        利用者 9 名 

3 クリスマス会 12/25 季節の行事       利用者 11 名 

4 成人を祝う会 1/26 親睦交流の場     利用者 10 名 

5 節分 2/5 季節の行事      利用者 11 名 

※予定していた行事等は、新型コロナウィルス感染防止のため中止した。 

 

６、事業担当職員（職員構成：令和３年３月３１日現在） 

施設長 常 勤   １名 

サービス管理責任者 常 勤   １名（兼務） 

生活支援員 常 勤   ３名  非常勤  １名 

医師 非常勤嘱託 １名 

看護職員 常 勤   ０名  非常勤  １名 

事務員 常 勤   １名（兼務） 

調理員 非常勤   １名（兼務） 

運転手 非常勤   １名（兼務） 

 

７、緊急時の対応 

①防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練９月・３月）を実施し、非常時に備えた。 

②救命講習(ＡＥＤを含む)を実施し、緊急時に備えた。 



令和元年度（相談支援事業所）マリアージュ仙台 事業報告 

 

１、 施設概要 

所 在 地 仙台市青葉区本町 2 丁目 3-10 仙台本町ビル 2Ｆ 

利用定員 なし 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

 

２、 本事業所の支援理念 

   近年、利用者の「自己決定支援」に対する取り組み方が再び見直されてきている。当事業所

としては、ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指す

とともに、利用者一人ひとりの意思が決定できるよう支援に努めた。そして彼らのストレング

スが充分に生かされるよう、環境改善も意識し、働きかけを行った。又、社会の一員としてさ

らに地域住民として地域において心豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３、 事業内容 

（１）計画相談支援の提供（アセスメント、利用契約等含む） 

（２）サービス等利用計画の作成 

（アセスメント、計画案作成、サービス担当者会議、計画作成・提出～一連の計画業務） 

（３）継続サービス利用支援（モニタリング） 

   （モニタリングの実施、報告書の作成） 

（４）利用者負担額等の受領事務 

（５）支援費請求事務 

（６）利用者からの相談・苦情処理に関する業務（基本相談として）等 

 

４、 主たる利用者と利用者の状況（令和３年 3 月 31 日現在） 

（１）登録者数   270 名（うち児童 19 名含む） 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし うち児 童 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

95名 うち 19名  4名 45名  42名  36名  28名  20名 

（３）契約状況 

  4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合計 

新契約者数 1 6 1 3 8 1 8 9 8 7 10 16 78 

計画作成 15 22 19 12 29 18 25 26 27 29 21 37 280 

継続支援 31 29 25 34 40 38 44 51 49 38 68 60 507 

56 

 

 

 



５、 年間行事（職員動き） 

月 開催・参加・販売行事 開 催 日 時 参加対象 主な内容 

4     

5     

6     

7     

8     

9     

10     

11     

12     

1     

2     

3     

－備考－ 

○サビ管連絡会議・虐待防止委員会 （月 1 回実施）※4,5,6,3 月はコロナの為延期 

○AKG（毎月第三水曜日）         ○「チーム仙台」（年 4 回実施）   

〇サポネットあおば(毎月 1 回) 

 

６、 事業担当職員（職員構成：令和 2 年 3 月 31 日現在） 

所 長（管理者） 常 勤  1 名（兼務） 

相談支援専門員 常 勤  ２名(兼務) 

相談員 常勤   1 名(兼務) 

事務員 常 勤  1 名（兼務） 

 

７、 緊急時の対応 

① 防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練）を実施し、非常時に備えた。 

② AED を含む救命に関する DVD による視覚研修を実施し、緊急時に備えた。 

 

コロナウィルス感染症流行の為 

主たる研修などは開催されず 

下記定期会議に参加のみ 



令和２年度（相談支援事業所）マリアージュ若林 事業報告 

 

１、 施設概要 

所 在 地  仙台市若林区卸町東 2 丁目 5-16 フォレスターナ若林内 

利用定員 なし 

設置主体 社会福祉法人チャレンジドらいふ 

 

２、 本事業所の支援理念 

   近年、利用者の「自己決定支援」に対する取り組み方が再び見直されてきている。当事業所

としては、ノーマリゼーションの理念を基本に、利用者の人権を尊重し、心身の自立を目指す

とともに、利用者一人ひとりの意思が決定できるよう支援に努めた。そして彼らのストレング

スが充分に生かされるよう、環境改善も意識し、働きかけを行った。又、社会の一員としてさ

らに地域住民として地域において心豊かに生活することができるよう支援に努めた。 

 

３、 事業内容 

（１）計画相談支援の提供（アセスメント、利用契約等含む） 

（２）サービス等利用計画の作成 

（アセスメント、計画案作成、サービス担当者会議、計画作成・提出～一連の計画業務） 

（３）継続サービス利用支援（モニタリング） 

  （モニタリングの実施、報告書の作成） 

（４）利用者負担額等の受領事務 

（５）支援費請求事務 

（６）利用者からの相談・苦情処理に関する業務（基本相談として）等 

 

 

４、 主たる利用者と利用者の状況（令和 2 年 3 月 31 日現在） 

（１）登録者数   ３６名（児童９名含む） 

（２）利用者障害支援区分 

区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 児 童 

 １６名  1名  ４名  ２名  ６名  ２名  ４名  12名 

（３）契約状況 

  4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合計 

契約者数 0 0 0 0 1 1 0 2 2 1 2 0 9 

計画作成 1 1 2 2 3 4 7 5 6 7 1 5 44 

継続支援 2 3 1 4 1 4 2 7 5 3 7 6 45 

 

 

 



５、年間行事（職員動き） 

月 開催・参加・販売行事 開 催 日 時 参加対象 主な内容 

4     
5     
6     
7     
8     
9     
10     
11     
12     
1     
2     
3     

－備考－ 

○「チーム仙台」（年 4 回実施）   ○「若林区相談支援部会）」（月 1 回～第 4 水曜日） 

 

６、事業担当職員（職員構成：令和 3 年 3 月 31 日現在） 

所 長（管理者） 常 勤  1 名（兼務） 

相談支援専門員 常 勤 2 名（兼務） 

相談員 常 勤  1 名（兼務） 

事務員 常 勤  1 名（兼務） 

 

７、緊急時の対応 

(ア) 防災計画に基づき、防災訓練（避難訓練）を実施し、非常時に備えた。 

(イ) AED を含む救命に関する DVD による視覚研修を実施し、緊急時に備えた。 

 

コロナウィルス感染症流行の為 

主たる研修などは開催されず 

下記定期会議に参加のみ 


